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１ 戦後の繁栄と統計による品質管理

 我が国は戦後の荒廃から

驚異的な経済発展

 世界の“Made in Japan”へ

統計的品質管理（SQC Statistical Quality Control)

→デミング博士の功績と人々の弛まない継続

 “Kaizen”は「日本の製造業の強さ」の象徴



１ 戦後の繁栄と統計による品質管理

 1979（昭和54）年

Ezra F. Vogel 博士

『Japan as Number One

: Lesson for America』

・1980年代の日本経済の繁栄を予測し、

日本の成功に学ぶことを提案

→ 数学や科学分野等における優れた教育

高い学習意欲



２ 米欧の追跡、統計教育の充実

 米産業界の危機意識

・ 日本の驚異的な発展への危機感、日米貿易摩擦の激化

・「日本にできて我々にできないことはない」
“If Japan can, Why can’t we”(1980･NBC)

 デミングを再発見、品質管理への再認識

TQC(総合的品質管理)から

TQM(総合品質管理経営)へ



２ 米欧の追跡、統計教育の充実

米産業界は、政府に教育体系の見直しを要請

SCANSレポート（1992年）
（Learning A Living：A Blueprint For High Performance

A Scans Report For America 2000)

■ 80年代後半の日本経済発展のミラクルに学べ

■ 21世紀の職場・国民に要求されるスキル

→ 批判的思考、問題解決力、チームワークなど

大学・学会・教育界への働きかけ

■ 品質管理教育（統計的問題解決力重視）、質保証



２ 米欧の追跡、統計教育の充実

 21世紀の国民スキルとして統計教育を充実

■ 初中等教育における体系的カリキュラムの導入

■ 統計的問題解決力の重視（PDCAを進化）

■ この動きは先進国へ

 DMAIC（ｼｯｸｽｼｸﾞﾏ）

・Define the Problem

・Measure the process

・Analysis the process

・Improve the process

・Control the process
出典：Census At School NZ 
(http://new.censusatschool.org.nz/resource/data-detective-poster/)



２ 米欧の追跡、統計教育の充実

 背景は、21世紀、知識基盤社会の到来

■ 繁栄の鍵は、新しい知識・情報・技術

■ これを生み出すイノベーションの実現

■ そのための統計的思考による問題解決力の重視

創造性とイノベーション
批判的思考、問題解決、意思決定
学び方の学習、メタ認知
コミュニケーション
コラボレーション（チームワーク）
情報リテラシー
ICTリテラシー
地域とグローバルのよい市民であること（シチズンシップ）
人生とキャリア発達
個人の責任と社会的責任（異文化理解と異文化適応能力を含む）

　思考の方法

　働く方法

　働くためのツール

　世界の中で生きる

Cf. 21世紀型スキル（ACT21s）



３ 日本の停滞、統計教育再構築へ

 90年代以降のわが国の低迷

バブル崩壊後の日本「失われた20年」

ゆとり教育重視の一方 統計教育を軽視

この間、欧米の統計教育重視の動きに立ち後れ

 初等中等教育での統計教育の再構築へ

産業界や統計関係者の危機意識と熱意

再び統計教育を学習指導要領に編入、必修化

2011年開始、12年高校で実施、15年初の卒業生が大学へ
小 学 校 目的に応じた資料収集、分類整理、表現、読み取り能力を伸ばす

中 学 校 統計的または確率的な見方や考え方を養う ex.度数分布、ヒストグラム

高等学校 (ア)データの散らばり、(イ)データの相関について学ぶ cf.必修科目数学Ⅰ「データの分析」

文部科学省「新学習指導要領・生きる力」より一部抜粋



３ 日本の停滞、統計教育再構築へ

 日本の高等教育には大きな課題

■ 大学には統計を専門とする学科が不存在

■ 大学院では「総合研究大学院大学複合科学研究科

統計科学専攻」のみ

 先進的な取り組みも

⇒日本の将来を担うデータ分析人材は十分確保されるか？

⇒今ある「人材不足」への対処は？



４ データ利用高度化の今日的意義

データ利用高度化を巡る２つの視点

⇒ 80年代末からの世界の大きな動き

東西冷戦構造終結後の世界、一つの市場

インターネット商用開始後のICTの劇的な進化



４ データ利用高度化の今日的意義

 東西冷戦構造終結後の世界

⇒ 一つの市場、国際競争の激化

 「平和の配当」の幻想

 一つの市場経済

東欧諸国、中国など新たなプレーヤーの参入

 グローバルな競争環境

企業経営は更なる最適化を模索する時代に



４ データ利用高度化の今日的意義

 インターネット商用後のICTの劇的な進化

 「ビッグ･データの時代」

非構造データを含む多種多様で膨大な量のデータの蓄

積とその分析利用が可能に

 「一つのインターネット」

人々と情報が相互に繋がるネット社会の到来

 そして今や「オープンデータの時代」へ



オープンデータ憲章（2013年6月英国G8サミット）

データの駆使は「新たな意味」を持つ

政府のデータへのアクセスは、

公共サービスをよりよく行わせるための機会であり

民間部門での改革の触媒となり、新規の市場、ビジネス

や雇用の創出などにもつながる

人々とのデータ共有がなされないのは「失われた機会」

オープンデータは大きな可能性をもつ「未開発の資源」

①原則としてのオープンデータ ④改善したガバナンスのためのデータの公表
②質と量 ⑤イノベーションのためのデータの公表
③全ての利用者が利用できる

【オープンデータ５原則】



５ データ分析を担う人材の状況と課題

 産業界への調査から
・企業等の多くが、新入社員に統計的な知識・技能を期待

・他方、それが大学教育で達成と評価する割合は半数に留まる

(『データ分析と統計知識の需要度調査』 日本統計学会誌36 2007年3月)

 坂根正弘氏（日本科学技術連盟会長）

「かつて日本の強さの根源ともいわれた品質管理・問題解決能力」につ
いての理解等の「劣化」に「大きな危惧」、現状「統計的問題解決能力の育
成プログラム」を通じて輩出される人材の不足が日本で深刻化

統計教育に改めて取り組み始めたことは「後れを取ったとはいえ」評価、
しかし大学などにおける更なる取組が必要

(統計調査ニュースNo308(2012年7月)巻頭言)

 求められる統計的問題解決力



米国は、24730人、
中国は、17410人 、
英国は、8340人
諸外国に比し低い水準

McKinsey Global Institute, “Big data : The next frontier for 
innovation, competition, and productivity”

 日本のデータサイエンス人材供給は不十分

※統計学や機械学習に関する高等訓練の
経験を有し、データ分析に係る能力を有す
る大学卒業生

データサイエンス人材(※)

2008（平成20年）⇒
日本は年間3400人

５ データ分析を担う人材の状況と課題



2004（平成16 ）年からの
5年間（～2008）

日本で新たに供給される
データサイエンス人材はマ
イナス

McKinsey Global Institute, “Big data : The next frontier for innovation, 
competition, and productivity”

 日本の年間のデータサイエンス人材供給は減少

５ データ分析を担う人材の状況と課題



 ビジネス、行政、教育、医療など様々な場面での意
思決定の最適化のため

客観的なデータに基づく合理的な判断が重要

データに基づく統計的な思考により課題を解決する能
力、いわゆる“データサイエンス”を身に着けた人材の
大量育成が今日的課題

５ データ分析を担う人材の状況と課題

・統計教育再構築は、緒についたばかり
・大学の専門学科がないなど多くの課題

しかし



更なる取組が必要？
■ 初等中等教育の実際の統計教育の充実、総合化

■ 大学での統計専門学科の新設

■ 大学院における研究機能の更なる充実

（両者とも統計科学自体の更なる発展・進化に不可欠）

■ 研究・教育に関し企業との連携

■ 事業活動においてデータ分析を担う統計家の地位確立

一方、今現在の「人材不足」への対処

⇒社会人教育は「重要なピース」

５ データ分析を担う人材の状況と課題

例えば



 統計学習サイト「なるほど統計学園」（小中学生向け）
 同 「なるほど統計学園高等部」 （高校生向け）
 先生向けサイト「統計学習の指導のために」
 統計に親しむためのイベント
 公務部門職員の統計研修（調査・利用分析）、通信講座

 統計発展と人々の統計リテラシー向上のために

６－１ 中央統計機関の取組
人々の統計リテラシーの向上へ



 API機能の提供
API(Application Programming Interface)
統計データプログラムからの取得を容易にする機能
・現在、国勢調査など、13調査･約33千表を提供
・昨年6月から試行運用、年内にe-statに搭載予定

６－２ 中央統計機関の取組
統計データの高度利用環境の構築

 政府のオープンデータ戦略のトップランナー



－ＡＰＩ機能－ぎょうざとしゅうまいの消費支出の動き

高度利用に向けた取組について動画で紹介
URL：http://statdb.nstac.go.jp/info/stat-movie/



API利用事例－「アプリＤｅ統計」

現在利用可能な主な統計
・人口・世帯（国勢調査）
・世帯の収入と支出（家計調査）など

※ＡＰＩ機能により、常に最新の統計データを表示

・本年４月１５日から「アプリDe統計」（Android版）の提供開始
・統計ＡＰＩ機能を用いスマートフォンのＧＰＳと連動して、今自分がいる
場所の市区町村の統計データを表示するなど、統計を身近に感じられる機
能を実装

・来年初めには、iPhone版も公開予定

所在地統計
データ表示

自治体ごとの
表示も可

統計データを一
覧で表示

City Stat
ポケット統計

とうけいどけい

その日に見合った統計や
クイズなどを表示



 より進化したGIS機能の提供
GIS(Geographic Information System)

コンピュータを使って地理情報を重ね合わせて視覚的に表示させるシステム
新たに、①地図上任意に指定したエリアでのデータ表示機能

②ユーザー保有の各種データを取り込んで分析可能な機能 を提供

６ 中央統計機関の取組
統計データの高度利用環境の構築

統計ＧＩＳの高度化



－統計ＧＩＳ機能－室蘭市の避難ビル・避難場所



－統計ＧＩＳ機能－室蘭市の避難ビル・避難場所



７ “データサイエンス”力の高い
人材育成に向けて－統計局２つの取組

２ ：データサイエンス・オンライン講座 立上げ

（平成２７年年初）

１：統計力向上サイト

「データサイエンス・ スクール」
（平成２６年６月１日開設）

URL:http://www.stat.go.jp/dss/index.htm

※世界最先端IT 国家創造宣言(H25.6.14閣議決定）実現
の一環



７ “データサイエンス”力の高い
人材育成に向けて（視点）

 我が国の国際競争力の維持と経済成長の加速化

 政府が推進するオープンデータによる行政サービス
向上や地域活力創生、イノベーション

⇒社会の様々な現場に、データに基づいて課題

を解決する能力のある人々が必要

 現場を知る社会人教育を通じデータサイエンスの力
を身につけた人材を育成することは、現状打開の
「重要なピース」

 この学習基盤整備に学会などとともに取組む



７‐１ 統計力向上サイト
「データサイエンス・スクール」

 概要
“いつでも誰でも気軽に学べる社会人のための”統計力向上

を目指したＷｅｂサイト。
パソコンやスマートフォンなどでデータの活用方法や統計に関

する知識を提供

 コンテンツ

■「ビジネスに役立つ統計講座」

■「プレゼングラフ作成のポイント」

■「出来る人のビジネス活用術」

■「あなたの統計力」



７‐１ 統計力向上サイト
「データサイエンス・スクール」



 「ビジネスに役立つ統計講座」

ナイチンゲールがグラフを
駆使し英国陸軍兵士の不
衛生な環境を改善した話な
ど、統計学の歴史上の人
物を切り口に、イラストやマ
ンガで統計学の基礎を分
かりやすく紹介

 ケトレーの平均人

 ピアソンの標準偏差

 ラプラスの中心極限定理

など

ナイチンゲールの統計グラフ

７‐１ 統計力向上サイト
「データサイエンス・スクール」(1)



ビジネスパーソンがプレゼンテーションで使用するグラフの
作成方法（データの視覚化）のポイントを分かりやすく説明

 購入時の銘柄指定率

：円グラフ

 ジャンル別売上高の伸び

：棒グラフ

 顧客年代別の売上推移

： 折れ線グラフ

など

 「プレゼングラフ作成のポイント」

７‐１ 統計力向上サイト
「データサイエンス・スクール」(2)



 NTTデータ

 コマツ

 東京ガス

 「出来る人のビジネス活用術」

ビジネスの現場において、データ（統計）がどのように使われ
ているのか、統計の専門家や企業の担当者の方等のインタ
ビューを中心に紹介

７‐１ 統計力向上サイト
「データサイエンス・スクール」(3)



全問正解で合格証

 「あなたの統計力」

「統計検定」の４級から２級に対応したテキストで学習問題に
挑戦することで「あなたの統計力」をチェック

７‐１ 統計力向上サイト
「データサイエンス・スクール」(4)



 講座の運営

自らの学びをサポートするウェブ
上で誰でも無料で参加可能なオー
プンな講義、いわゆる「MOOC」の
手法を活用

日本統計学会、統計センター、日
本統計協会、統計情報研究開発
センターの協力を得て運営

プラットホームは「JMOOC」の
「gacoo」

（講座イメージ）

統計局

受講者

・ビデオ講義
・チェックテスト
・試験・修了証

・ディスカッション

７‐２
「データサイエンス・オンライン講座」



Massive Open Online Courses の略。インターネット上で誰でも無料で参加可能
な、大規模でオープンな講義のこと。ビデオ講義と試験やレポート、ディスカッショ
ン可能な掲示板を提供し、修了者には修了証を発行。

【世界的MOOC】2012年に相次いで設立
・UDACITY、coursera、edX

【日本版MOOC】平成25年10月「JMOOC」（日本オープンオンライン教育推進協
議会）が発足。本年４月から「gacco」等のサイトで講座を開設

参考 ：ＭＯＯＣとは

【KHAN ACADEMY】2006年9月サルマル・カーンによって始められた

理念は A free world-class education for anyone anywhere.

その後ビルゲイツの支援を受け発展した非営利の教育サイト

【地域MOOC】自国語による大学サービスの必要性から、各国で開設。
・FutureLearn（英国）、France Université Numérique（フランス）、

XuetangX（中国）、miriada X（スペイン）、EDRAAK（ヨルダン）など



 「データ利用入門」（仮称）

 平成27年年初開講、年内に募集開始

 １回10分程度×4～6回程度(1week)×4week程度のビ
デオ講義など

週 各週のテーマ カリキュラム案

１ データの活用 大きな時代の転換点を乗り越える統計力、データ分析事
例 など

２ データの分布と代
表値、比率の見方

平均値、分散と標準偏差、比率の見方 など

３ データの関係、時
系列データの見方

統計表の構造、比率の見方、時系列データ など

４ e-Statの使い方と
コースのまとめ

e-Stat利用の事例（データベース機能・GIS機能）、まと
め

《第一ステップ》

７‐２
「データサイエンス・オンライン講座」

日本版MOOC『gacco』上にて提供



 第二ステップのオンライン講座

「ビジネスで使うデータ分析」（仮称）

統計分析手法とビジネスシーンに応じた分析事例など

平成27年度中に開設予定

《以後の展開》

７‐２
「データサイエンス・オンライン講座」

 ビジネスパーソン向けの講演会など



 11月12日開講 現在、受講者を募集中

 10分×7～9回(1week)×5weekのビデオ講義

 週ごとの確認テストと最終テスト

URL:https://lms.gacco.org/courses/gacco/ga014/2014_11/about

総務省統計局も参加協力

参考 ：統計学講座（日本統計学会主催）



 今回の取組は、ICTの進化の下、統計的思考によ
る問題解決の力を、日々の活動の中で活かすこと
の重要性の理解を高め、データサイエンスに取組む
きっかけとなることを期待するもの

 高いレベルのデータサイエンティスト育成は高等教
育の役割

 共に日本社会の発展のために必要なデータサイエ
ンスを担う人材（統計家）の育成に取組みたい

８ まとめ


